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『
源
氏
物
語
』
「
光
る
」

 

「
世
の
中
を 

な
に
嘆
か
ま
し 

山
桜 

花
見
る
ほ
ど
の 

心
な
り
せ
ば
」。 

世
の
中
を
ど
う
し
て
嘆
く
こ
と
が
あ
ろ
う
。
山
桜
を
花
見
す
る
気
持
ち
な
ら
。 

 

『
源
氏
物
語
』
は
、
主
題
と
さ
れ
る
「
も
の
の
あ
は
れ
」
と
人
生
の
苦
し
み 

や
悲
し
み
を
法
華
思
想
、
浄
土
信
仰
か
ら
見
つ
め
た
作
品
で
あ
る
。
主
人
公
・ 

光
源
氏
の
生
涯
は
予
期
せ
ぬ
出
会
い
と
別
れ
に
翻
弄
さ
れ
、
仏
教
が
説
く 

「
四
苦
八
苦
」
の
一
つ
「
会
者
定
離
（
え
し
ゃ
じ
ょ
う
り
・
こ
の
世
は
無
常
で 

あ
る
こ
と
の
意
味
）
」
の
苦
し
み
の
連
続
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
光
源
氏
と 

関
わ
る
姫
君
た
ち
も
ま
た
、
世
の
は
か
な
さ
を
憂
い
、
法
華
思
想
と
浄
土
信
仰 

に
救
い
を
求
め
て
ゆ
く
。 

平
安
時
代
は
仏
の
教
え
が
薄
ら
ぎ
、
世
の
中
が
乱
れ
る
「
末
法
」
の
世
に
入 

っ
た
と
さ
れ
、
極
楽
浄
土
を
願
う
浄
土
信
仰
が
台
頭
し
た
。
ま
た
、
花
山
法
皇 

が
始
め
た
西
国
三
十
三
所
巡
礼
に
代
表
さ
れ
る
観
音
信
仰
も
盛
ん
に
な
る
。 

『
源
氏
物
語
』
の
中
で
も
「
夕
顔
」
巻
の
清
水
寺
（
京
都
市
）
、
「
浮
舟 

（
う
き
ふ
ね
）
」
や
「
蜻
蛉
（
か
げ
ろ
う
）
」
巻
に
描
か
れ
、
紫
式
部
が
琵
琶
湖 

の
湖
面
に
映
っ
た
満
月
を
観
て
作
品
の
着
想
を
得
た
と
さ
れ
る
石
山
寺
（
大
津 

市
）
、
「
宿
木
（
や
ど
り
ぎ
）
」
や
「
手
習
（
て
な
ら
い
）
」
両
巻
の
長
谷
寺 

（
奈
良
県
桜
井
市
）
等
、
名
刹
が
物
語
の
舞
台
と
な
る
等
、
平
安
貴
族
の
生
活 

に
は
仏
教
が
深
く
根
付
い
て
い
た
。 

紫
式
部
も
仏
法
に
深
く
帰
依
し
た
人
生
観
を
次
の
和
歌
に
し
た
た
め
て
い
る
。 
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